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◆生成型通信の構想

◆過去の研究実績とPOC (Proof of Concept)

◆ 2025年度の研究開発事例
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• セマンティック情報処理

• コンテキスト適応情報生成

• マルチモーダル品質評価

◆テストベッドの活用予定と過去の活用事例
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■これまでの画像符号化（JPEG, MPEG）

■学習型符号化

変調（modulation）
品質制御

深層学習

【実世界マルチモーダル情報源】

画像、映像、点群、ハプティクス、センサー他

AIエージェント（エッジ）

AIエージェント（コア）
【ネットワークインフラ】

【符号化＋生成AI】

■ AI on/for Network

マルチモーダルスケーラビリティ
エージェント協調と分散AI

セマンティック通信
…

学習型画像符号化

（CVPR 2019/2020/2023 他）

学習型三次元点群符号化

（AAAI 2024）

映像予測・ゼロレイテンシ伝送

（GCOM 2023, ICIP 2024 他）

学習型符号化の実時間IP伝送

（ASSCC 2022, ICIP 2022 他）

固定小数点実装 +
FPGA実装 & GPU実装
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学習型動画像符号化

（CVPR 2019, CVPR 2025）

固定小数点 +
FPGA/GPU実装 +
IP伝送

実世界センシング

（ICC 2025, WCNC 2024 他）

画像、映像、点群、ハプティクス、IoTセ

ンサー ＋ 通信品質、シグナリング、

…
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圧縮領域のコンピュータビジョン
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（例）領域分割

信号レベル（縮小画像）

意味レベル
（画像キャプショニング）

マルチモーダルLLM

画像生成

プロンプト

The image shows a row of baseball caps
hanging on a wall. The caps are in various
colors and appear to be of the same brand, as
indicated by the text "Bohamas" on each cap.
The caps are arranged in a line, with the
yellow cap at the front and the blue cap at
the back. The background suggests it might
be a sunny day with a clear sky.

復号画像比較
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scribble-sdxl

T2Iadapter-
sketch-sdxl

Ours GT

0.601 ↑0.5780.1940.227MPS↑

0.245 ↑0.2230.1890.213CLIP Score↑

1.421.182.511.99CMMD↓

34.4229.21121.54196.93FID↓

0.681 ↑0.3290.3110.292MPS↑

0.263 ↑0.2010.1290.173CLIP Score↑

1.82↓2.152.793.26CMMD↓

27.89↓49.3764.87146.28FID↓
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マルチモーダル品質評価尺度
MPS (Multi-dimensional Preference Score)
CLIP Score
CMMD (MMD using CLIP embedding)

■ Image Coding for Machines ■ Semantic Coding (1) ■ Semantic Coding (2)

■混合ガウス分布の高速演算 (VCIP2025) ■三次元点群伝送のエラーコンシールメント
(VCIP2025)

GMM

CDFの関数近似
+ SIMD並列化

学習型画像符号化

GMM演算の高速化
＆4%の圧縮効率改善 MPEG V-PCC：

三次元点群の二次元動
画像化と符号化
（座標、色、占有マップ）

映像予測

MPEG V-PCC

■学習型符号化のWavefront並列化(信学技報)
Wavefront並列化（MPEGで使用）の拡張

■三次元点群の実時間圧縮伝送(信学技報)

既存方式（CVPR2025）を
送信側・受信側に分離

学習型点群符号化

■ Video Coding for Machines (ICASSP2026)

時空間アテンション＆
情報統合

■学習型符号化の可変レート符号化
(ISCAS2026)学習型動画像符号化＋CV処理（行動認識）

  

各種提案：
• スケーリング（Gain U
• 量子化ステップサイズ
• 低レート～高レートの
• ゲインと量子化の内挿
• アダプタ（fine tuning）

BitFitによる
fine tuning
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VLAN

• 学習型動画像符号化の伝送実験
• 学習型三次元点群符号化の伝送実験
• プロトコル設計（低遅延、エラーコンシールメント等）
• 適応配信制御（深層強化学習等）
• アーキテクチャ検証（分散AI、分散エージェント）

• 生成型通信の伝送実験プロトタイプ
• 生成型通信の伝送実験

■テストベッド活用（JST: 2025～2030） ■マルチキャスト放送（総務省： 2024
～2026）

次世代CATV:
• 集合住宅のインフラアップデート
• 同軸ケーブル（有線）のローカル5G（無

線）への置き換え

• 低遅延配信、適応配信制御、次世代
放送

■ゼロレイテンシー伝送（NICT: 2021～2023）

■謝辞
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テストベッド利用

映像・ハプティック伝送実験

低遅延ネットワーク＋深層学
習による未来予測 → ゼロレイ
テンシー伝送

• 映像情報とハプティック情
報の未来予測方式

• 低遅延伝送条件の明確化

• 超高フレームレート映像処
理（超解像、心拍推定）

• テストベッドを用いた実証
実験と有効性実証 本研究は、JST、CRONOS、JPMJCS25N2の

支援を受けています。

■その他の通信実験

蓄電系

計測・演算・通信系

研究室内サーバ 商用クラウド

JOSE

https
https

画像、位置、時刻等

https
ブラウザ閲覧

https

スマート自転車
（電動アシスト自転車＋演算器）

クラウドシステム
（画像処理＋データ蓄積）

深層学習を活用した道路画像処理
1. 道路損傷検知
2. 段差検知
3. 混雑度検知
4. 高精細画像活用

行政機関、被験者等

スマート自転車（NICT: 2018～2020）

通信品質予測と配信制御（JSPS: 2015～2018）
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